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修士論文要旨
中学校期から大学期にかけての友人関係の発達的変化
一大学生を対象にした回想インタビューから－
ThedevelopmentalchangeoffriendshipduringthetransitionfromJuniorhighschooltouniversity
－Basedonretrospectiveinterviewforuniversitystudents－
中上
【問題と日的】
青年期の友人関係は，青年を支えたり親からの自立を促
したりする役割を持ち（岡田，1992），青年の成長ととも
に変化していく関係である（落合・佐藤，1996）。こうし
た友人関係が青年期を通してどのように変化していくのか
を検討することは，青年の発達を考える上で重要であると
考えられる。しかし友人関係の発達的変化研究は少なく（落
合・佐藤，1996），またこれまでの友人関係研究は量的研
究によるものがほとんどであり，生活レベルの青年の友人
関係が見えづらいという点が指摘されている（若桧，
1994；平石∴1995）。よって本研究ではこうした課題点を
踏まえ，当事者である青年が友人関係の変化をどう捉えて
いるのかを探索的に明らかにすることにした。
【方法】
質問紙調査の友人満足度得点が平均付近の早稲田大学学
部生23名を対象に半構造化インタビューを行い，これま
での友人とのつき合い方について回想して語ってもらった。
分析ではその中から，国内の非中高一貫校出身の18名（男
性8名，女性10名）を対象とした。逐語録を作成し，そ
れをもとに木下（2003）の修正版グラウンデッド・セオリ
ー・アプローチ（以下、M・GTA）を用いて分析を行なった。
文中の［］はカテゴリー，＜　＞はサブカテゴリー，「」
は概念を表す。
【結果と考察】
分析の結果，37の概念，21のサブカテゴリーが構成さ
れ，これらが［友達が存在する意味の変化］，［友達とのつ
き合い方の変化］，［自分自身の変化］，［親との関係の変化］
の4つのカテゴリーにまとめられた。またこのカテゴリー
を構成する概念・サブカテゴリーは中学校期，高校期，大
学期と3つの時期を軸に変化していくことがわかった。最
終的に分析結果を概念図としてまとめた（Fig．1）。以下に
概念図を説明するストーリーラインを示す。
中学校期は様々な個性を持った同級生が存在する＜幼な
じみの中でのつき合い＞であるため，自他の違いが際立ち，
そこから＜周囲の緊張感＞が生まれ，青年は＜自然な自分
を出せない＞と感じる。そこで安心を得るために，「自分と
似ている」人を友達として求め，＜つらさを分かち合う＞
ことによって関係を築く。この頃から＜親に対するアンビ
バレントな気持ち＞を感じることが多くなる。また勉強や
部活動で忙しくなり，＜学校中心の生活になる＞。
これが高校期になると，＜価値観が似た人との出会い＞
がみられるようになる。そのため周囲に自分と似た人が多
くみられ安心感を得る機会が多くなり，＜自分をさらけ出
す＞ことにつながる。また友達との関わりの中で「自分自
英和（Hidekazu Naknue）　　　指導：菅野　純
身を振り返る」機会が多くなり，自分とは違った部分を学
ぶ「世界が広がる」体験を友達から得る。この頃から友達
に＜つらさを分かち合う＞ことよりも，＜一緒に考えてく
れる＞ことを求めるようになる。
大学期では学校の枠が弱まり，「コミュニティが多様にな
る」ことから，「知り合いが急激に増える」ことになる。こ
うした環境の中では「自分から連絡を取る」ことで友達関
係を作り，「自分が選んだ友達とつき合う」ようになるとい
う＜自分を軸にしてつき合う＞ことが主になる。このつき
合い方は，友達が＜大学における精神的な基盤＞となるこ
とで支えられる。そして大学期では親が自分を＜大人とし
て扱ってくれる＞ことが多くなったり，一人暮らしを始め
て物理的距離が出てきたりすることなどから，＜親との距
離がうまくとれるようになる＞。そして大学期では親に代
わって友達が自分にとっての主な精神的な基盤となってい
く。
【総合考察と今後の課題】
本研究の結果から，中学校期から大学期にかけての友人
関係の発達的変化を検討する際には，量的指標による直線
的な変化だけではなく，［友達とのつき合い方の変化］で各
学校段階に特徴的なつき合い方がみられたように，質的な
変化も考慮する必要があることがわかった。今後は，イン
タビュー対象者に本研究で得られた概念図を返し，内容を
チェックしてもらい，妥当性を検討していく必要がある。
また，本研究の結果は探索的に得られた仮説であるため，
量的研究による検証を行っていく必要もあると考えられる。
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